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＜連絡事項＞
・麻薬の投薬管理はBユニットL(準・深夜勤帯はB・D・合併症室担当のスタッフ)が責任を持って行うようにしましょう。
・エンゼルセットを使用した際には、使用した物品を発注し、全てが揃った状態でAユニットの棚に戻すようにしましょう。
・庶務チームより病棟メールへ下記連絡あり。
5/23（土）0：00～の青南病院停電作業前に事前作業をすることになりました。

日時：5/22（金）10：30～13：30頃まで、場所：南山苑に向かう坂道の途中と本部前工事作業車両を駐車しての作業になります。本部前には駐車をしないようにご協力をお願いします。作業中は警備員を2名配置して、車両の誘導をします。作業中の通行にご協力をお願いします。

＜東病棟入院・入室状況＞
【入院】
・澁谷　智子様～東Aユニット15号室

＜患者様連絡事項＞
・成田　輝彦様～9:30西舘SWより下記情報提供。あかしや寮よりTELあり、退院支援として、本人の様子を見に来られ、状態良ければ、施設へ退院の方向で検討したいとの事で、病棟スタッフと相談の上、本日14:00来院され、本人と面会して頂く予定としている。14:00あかしや寮スタッフが本人の状態確認のため来院。病棟スタッフ（柴田）からも生活状況と服薬（眠気が朝にあるため調整していくところである事）についても伝えている。退院日はいつでも可能との事で5/22　14:00となる。初外来日は金Drへ確認し、1回/4週で良いとの事であった為、あかしや寮スタッフと相談し6/15　11:00となる。退院時に着用する服・靴がない為、持って来て頂きたい事を伝えている。
・庭田　美紀子様～外来：西山Nsより下記情報提供。青山荘体験利用日について、現時点で5/22　9:30～15:30と5/26　9:30～13:30の2日間予定との事。必要物品はノート・筆記用具との事。昼食は青山荘にて提供されるとの事で外出申請行っている。
・工藤　みず紀様～昨日主治医面談について連絡しており、母様が応対されている。5/20　15:00、又は5/21　11:00での面談時間をお伝えし、父様と相談後、連絡が来る予定との事。本日ご家族より折り返し連絡あり、本日15時～で希望あり、来院予定。上記主治医へ情報提供し、了解得ている。15:00父親来院する。入院後の経過と今後の方針について本人を交えずに面談を行うが、親の思いとしては、今回の入院前の警察介入を受けた事件があってから、とても家に帰して生活させることは困難であると話される。治療側としてはどのような方針であるか、と問いがあったため、之までの情緒不安定性人格障害に加えて、統合失調症の病態の被害妄想症状があることが考えられ、そちらに対して抗精神病薬のデポ剤を使用していることは話す。今後、すぐの退院は考えられない状況であるが、本人の状態をみて適当な生活の場を検討していくことにする。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中。特定患者様の行動を気にする事はあるも苛々感の訴えや話し掛けの多さも無い。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・小松　忠雄様～各食2/3摂取。発語不明瞭さはあるも、声掛けには返答あり、穏やか。
・藤井　崇史様～今朝は36.0℃　鼻汁や咳などはないも「熱があるんです。平熱が36度なのでちょっと高いんです」と話す。眼光の鋭さや表情の硬さはない。
・木村　格治様～午後より声高に妄想様言動や薬剤・CSセットに関した訴え多い。腹部症状については「まあまあだ」と話す。
・飯岡　裕子様～食事、排泄以外は臥床されている。指示のオキシコドンは時間で与薬しているが、フェイススケールは4と話されている。血尿は持続しているが、歩行時のふらつきはない。易怒性等はなく、対応は穏やかだが、活気のなさ、表情の冴えなさは続いている。
・山下　類子様～ホールで過ごされ、他者交流見られている。コロナに関する訴え無く「あんなに騒がなければ良かった」と、苦笑いしている。
・馬渡　満芳様～他者との交流時折みられる。帰宅要求も無く穏やか。
・谷地　ツヨノ様～「私今日退院じゃないの？」「どこも悪くないから帰りたい」と話すも切迫さは無い。都度説明し了承している。
＜深澤Dr.診察情報＞
・是川　志郎様～臨時薬同内容で7日分処方。
・北上　やゑ様～臨時薬同内容で7日分処方。
・山下　類子様～臨時薬同内容で7日分処方。

＜新入院患者様情報＞
日　　時：R2.5.20　15:36

氏　　名：澁屋　智子（しぶや　ともこ）様

生年月日：昭和46年1月12日（49）

病　　名：アルコール依存症

合 併 症：アルコール性肝炎、高血圧

性　　別：女性

主 治 医：深澤Dr

入院形態：医療保護入院

病　　棟：東病棟Aユニット15号室

(経過）

　若い頃より子供の送迎や仕事の帰り道に飲酒運転していることがあり、アルコール依存状態は10年～20年程になるとのこと。さくら病院への通院歴あるが通院中断しR2.2.28みちのく病院にアルコール依存症・アルコール肝炎・高血圧にて入院加療され退院するが、以後通院は自己中断している。R2.4.7仕事中に意識障害で三戸病院に救急搬送され、3日間入院。退院後も飲酒して酩酊状態で救急搬送繰り返す。R2.4.17三戸病院内科医より入院治療の依頼があり、金銭面で入院加療は難しいが当院入院病棟見学には前向き発言聞かれ、R2.5.7当院見学。保険証所持していない事から、各手続きを行うように伝えている。R2.5.16酩酊状態で路上に倒れているところを三戸中央病院へ救急搬送され、意識混濁状態。同院内科医より再度連絡あり、アルコール離脱期の身体管理目的と療養環境調整にてR2.5.20当院受診。15：36診察にて姉様からの同意を得て、東病棟Aユニット15号室へ医療保護入院となる。
